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拾得物を保管

A競走用払下げのランナーポー ト1隻

拾得場所=大村耐火株式会社沖から箕

島を結ぶ中間附近

ム救命用プイ 1個拾得場所z競走場海

岸、、なおプイには第18蛭子丸と書いて

あります。 【消防本部 】
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〈毎月1a・笠主主発行P

.大村市の人ロヵ

(11月末現在) ; 

" 12.211世帯 (ム1.) 内
田 .]39人 川 (ム1)は
、{男 26.400 (5)前
女 28.769 (ム6)月

B曽462出生 73転入 389山
減 463死亡 31転出 431

年
末
警
戒

7

三
十

八

日

ま

で

気

の

ひ
ど
い
と
こ
ろ
は
石
灰
な
ど

一∞
と
み
収
集
地
区
の
年
末
の
ご
み

一
ム
大
掃
除
の
要
領

'

を
ふ
っ
て
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。

一般
集
は
十
二
月
二
十
九
日
ま
で
行

↑
①
家
屋
内
外
の
不
潔
な
簡
耐
を
よ
一
川
下
水
溝
が
な
が
れ
な
く
な
っ
て
一
い
ま
す
が
、
出
来
る
だ
げ
十
三
月

一〈
掃
除
す
る
乙
と
。

一い
る
と
と
ろ
は
、
流
ハ
る
よ
う
に
↑ヒ
十
五
日
ま
で
に
出
す
よ
う
ど
協

正
月
も
近
く
な
り
ま
し
た
。

と一
な
裏
領
で
行
い
環
塙
を
清
潔
に
し
一
⑨
室
内
に
は
な
る
べ
ぐ
、
日
光
が
一し
て
ィ
だ
さ

い

。

万

下

さ

い

と
で
今
年
の
ご
み
を
お
と
す
た
め
す
が
す
か
し
い
明
る
い
新
年
を
て
一
さ
し
と
む
よ
う
考
え
、
空
気
の
豊
富
な
ど
も
よ
〈
掃
除
し
、

昆
虫

家
屋
内
外
の
掃
除
を
行
い
ま
し
ょ
一
迎
え
ま
し
ょ
う
。
一
通
を
よ
く
す
る
乙
と
。
一
類
の
慧
苓
防
止
す
る
た
め
、
殺

ぅ
。

ふ

一
込
期
日
一
⑨
床
下
は
ご
み
、
ほ
乙
り
、
く
も
一
虫
剤
(
オ
ル
ソ
乳
剤
等
)
お
撒
布

年
末
の
大
掃
除
は
つ
ぎ
の
よ
う
一
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
十
一
一
月
↑
の
す
、
な
ど
を
よ
く
と
り
ぎ
り
湿
一
ず
る
こ
と
。
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一
恥
れ

一

規

叫
m
m
m
日

目

M

M

M

M

ム
子
ど
も
に
も
、
そ
の
能
力
に
ふ
一
ム
休
み
中
と
く
に
生
活
が
董
穴
に
一
な
い
よ
う
生
活
の
計
画
を
た
て

一

木

仰

3

3

3

0
ふ

3

3

0

さ
わ
レ
い
家
事
の
手
伝
い
な
ど
一
流
れ
る
乙
と
を
避
付
る
よ
う
に
一
せ
る
o

J

一

一団

並

柑

6
1
M
g
u

者
分
担
さ
せ
、
働
く
喜
び
と
自
一
語
、
合
先
、
帰
宅
の
予
定

一ム
交
通
規
則
写
り
、
交
通
安
全

一

村

松

|

雲
も
た
せ
、
協
力
の
態
度
を
一
時
間
巻
は
っ
き
り
芝
、

守
ら
一
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

謹

一

川

町

民

北

州

で

叩

4

4

4

饗
P

つ
よ
う
に
す
る
1

一
せ
る
.
と
く
に
夜
間
外
出
、
映
一
で
の
遊
び
ゃ
危
険
会
埠
び
な
ど
一
度

地

日

目

初

日

刊

桁

M

M

休
み
申
の
ア
ル
パ
イ
点
、
職
一
画
警
は
学
校
の
き
ま
り
に
従
一
に
十
分
気
老
つ
け
て
ぐ
だ
さ
い

『/
昨

種
や
勤
務
時
間
な
と
を
+
分
検
一
う
よ
ろ
注
意
す
る
。

一

自
転
車
の
二
人
乗
は
、
絶
対
し
日

討
し
学
校
と
相
談
の
う
え
勤
務
一
ム
食
べ
す
ぎ
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
配
一
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。
舵

先
奉
還
ぶ
よ
う
に
す
る
。
慮
レ
、
烹
た
夜
ふ
か
し
な
ど
レ
一

(教
育
餐
員
会
)

川

崎

ム

仕

事

お

さ

め

H
十
は
早
目
に
す
ま
せ
て
ふ
さ
い
川

…
制
程
二
月
二
十
八
日
た
だ
し
、
保
険
衛
生
課
の
ゴ
ミ
…

…
末
日
ム
仕
事
は
じ
め

H
一
の
搬
は
二
十
九
日
ま
で
、
市
…

川

年

務

月

四

目

立

病

院
は
三
十
日
、
-
旦
百
一

川
肋
執
十
二
月
二
十
九
日
か
は
午
前
申
診
療
一。
急
患
の
場
合
一

一か
つ
左
右
の
安
全
確
認
を
し
な
か
日
抗
ら
一
月
一
一
百
ま
で
は
は
市
立
病
院
へ
連
絡
し
て
く
だ
…

本
年
も
い
よ
い
よ
余
す
と
え
数
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
何
か
と
一
っ
た
た
め
の
も
の
。

一一
恥
休
高
い
と
ま
ず
の
さ
い
。
い
つ
で
も
診
療
い
た
ふ

お
忙
レ
い
乙
と
で
ご
ざ
い
ま
し

ょ

う

。

一

同

飲

酒、

無
免
許
運
転
に
よ
り

一…
で
税
金
、
保
険
料
諸
証
明
な
ど
ま
す
。
(
庶
務
課
)
…

本
年
申
も
交
涌
事
故
の
防
止
や
指
導
訓
練
に
努
力
し
市
民
の
み
な
さ
一
事
故
を
お
乙
し
て
、
死
傷
し
た
も
日
h
T
E
-
-
E
E
i
T
E
E
-
-
自
15E・E・-'ezz霊
山

ん
に
も
ζ
協
力
、
乙
尽
力
レ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
当
市
内
で
も

こ

の

。

一

川

市

税

を

納

め

て

明

る

い

年

を

川

月
か
ら
十
一
月
末
ま
で
百
二
十
五
件
の
交
通
事
故
が
発
生
レ
て
い
ま

石

ス

ピ

ー
ド
の
出
し
す
ぎ
や
、
日
市
で
は
本
年
と
く
に
自
主
納
税
を
た
て
ま
え
と
レ
、
み
な
さ
…

ず
。
そ
の
中
で
死
者
四
名
、
傷
者
百
二
十
六
名
を
出
し
て
い
ま
す
。

一居
眠
り
、

脇
見
等
に
よ
る
も
の
。
一
…
ん
の
完
納
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
納
入
し
て
お
一

人
も
ま
、
き
ま
っ
た
乙
と
を
よ
く
守
り
実
行
し
て
昭
和
三
十
八

百

前

万
進
行
車
側
面
禁
罪
ら
れ
な
い
か
た
ま
二
十
八
日
ま
で
に
完
納
し
て
明
ゐ
い
よ
い
む

ー

。

一認
や
停
車
車
欄
不
確
認
に

よ

る

追

可

，

年
の
新
審
を
一

家
凶
ら
ん
の
う
ち
に
迎
え
た
む
も
の
で
す

一

一

川

を

迎

え

ま

し

ょ

う

。

(

税

務

課

)

川

一
突
事
故

一川

な
お
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
と
冬
期
の
仲
間
意
事
項
を
お
知
ら
一.

せ
い
た
レ
ま
す
。

一
=
昨
年
=
E
K
E
-
K恥

--h訂
正
平
年
七
民
-
れ
れ
"
が
EEE.
一

恥
い
時

効

パ

ー

は

ね

は

交
通
事
故
防
止
の
諸
注
意

一
室
長
主
主
主
主
主
じ
い
じ
言
語
詩
吟
く
な

一凍
っ
た
道
路
で
の
ス
リ
ッ
プ
、
ぁ
一
ぃ
。

一

村

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
と

本

年

中

の

主

な

事

故

と

原

因

一る
い
は
雪
山下
甥
の
た
め
視
界
が
と
一

i
j
j
j
j
i
j

JT
ク
1
タ
l
等
の
小
型
車
は
横
転

一
三
c
れ
て
お
こ
る
乙
と
が
多
い
の
一

運

転

す

る

に人

は

一ず
る
危
険
が
あ
る
の
で
ス
ピ
ー
ド

判
丁
寧
路
や
十
字
路
で
、
除
行
一
右
折
す
る
と
き
・
定
っ
た

(
実
一

で
す
。

一

t
j
j
i
j
j

一の
出
し
す
ぎ
や
、
無
理
な
追
越
レ

ま
た
は
一
時
停
車
を
し
な
か
っ
た
一
廻
り
)
方
法
で
曲
ら
な
か
っ
た
た
一

長
崎
県
や
大
村
市
内
は
、
匂
配
一
利
凍
り
つ
い
た
露
ま
た
は
一
は
絶
対
に
し
な
い
乙
と
。

た
め
に
衝
突
じ
た
も
の
ι

一
め
衝
突
し
た
も
の
。

一曲
角
、
断
崖
絶
壁
等
が
多
く
事
故

一
堅
く
な
っ
た
雪

ω上
で
は
、
空
回
一

斜

路
面
の
形
が
申
高
に
な
っ

制
自
転
車
や
一
種
バ
イ
ク
己
、
一
パ

右
・
左
折
合
図
を
な
さ
ず
、
一が
お
こ
り
や
す
い
所
が
多
い
の
で
一転
と
、

す
べ
り
を
お
と
し
易
い
の
一
て
い
る
道
路
で
は
、
急
停
車
、
急

一車
帯
運
転
さ
れ
る
万
は
常
，
L
道
路
一

で、

滑
り
止
め
の
チ
ヱ
ン
笠
智
い
一
迂
折
、

急
加
速
、
急
減
速
な
ど
は

年

金

保

隙

料

を

納

め

て

い

な

い

か

た

へ

一の
状
態
管
よ
く
把
握
U
、
安
全
坦
一一
て
運
転
す
る
こ
と
。
一
常
に
危
険
で
す
か
ら
前
方
を
車
が
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も
寄
り
の
町
問
会
、

婦
人
会
等

の
取
り
ま
と
め
団
体
を
利
用
し

て
早
く
お
さ
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
前
納
割
引
制
度
も
あ
り
ま

す
"
十
ご
月
は
農
家
は
供
米
代

金
‘
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
ポ
1
ナ

交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

多
い
無
免
許
・
飲
酒
運
転
の
事
故

ス
と
収
入
の
多
い
月
で
す
J
ζ

の
時
期
を
の
が
き
ず
納
入
し
で

ぐ
だ
さ
い
。

慰
金
保
険
料
を
前
納
さ
れ
ま
す
「

と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

(椙
祉
事
務
所
)

，き
れ
い
院
す
る
か
ん
ど
こ

ろ

年
末
の
大
掃
除
は
早
目
ー
に

工
業
統
計
調
査
に

t家庭の心づかい

ど
協
力
く
だ
さ
い

十
二
月
三
十
}
日
現
在
プ
六
村
一
と
の
調
査
の
結
果
梧
調
査
員
が

で
も
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
一
事
業
所
の
秘
密
を
他
に
も
ら
し
た

す
。
乙
の
調
査
は
全
国
的
に
通
商
一
り
、

叉
税
金
の
対
象
な
ど
に
は
使

産
業
省
が
毎
年
行
な
う
も
の
で
わ
一
用
で
き
な
い
と
と
に
な
っ
て
い
ま

が
国
の
製
造
業
を
営
む
す
べ
て
の
一
す
の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま

事
業
所
移
調
査
す
る

「
製
造
疑
の
一
を
正
レ
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
.

国
各
勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
b
一該
当
す
る
事
業
所
に
は
調
査
員
が

の
で
す
。

乙
の
調
査
の
結
果
は
瓜
一
お
伺
い
し
て
調
査
票
を
配
付
し
政

く
官
庁
民
間
企
業
パ
リ
実
務
上
け
参
一
集
い
た
し
ま
Y
の
で
)
調
査
が
正

考
資
料
と
し
て
、
宅
た
、
学
者
有
一
し
く
円
滑
に
行
お
れ
ま
す
よ
う
と

識
者
的
資
料
と
し
て
刺
用
え
れ
て
一
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
む
・

お
り
ま
す
叶

e

r

庶
務
保
}

日
5
11hnHH国
T
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T
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n
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T
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しす年は 先 ら
づ てか始あ 休冬十
かはらのりみ 休二
いつ、特まはみ月
をぎ子，別す 短 に ニ
しのどながいな十
てよも時、期り五
γうに期年間ま自
家な対で末ですか

ムレ庭
機も家 tおまいいまに
会た固いのらそしお
をちらよ限しがよげ
作とんう度がレうる
る心のに?ち'さ 適
ょっ時し子?での 切
巧しをでどすた な
るよ厳き志がめ 指
がにけるに、に
げす、だあそ ，、 在
ると子けたのい い
。すどーらまら た

十
二
月
二
十
八
日

1

午
後
八
時
に
一
分
間
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

【
消
防
本
部
】

日

い 乙空な 法め況い とい静走
乙(ト)と気つ 付 とてやる制。をじっ
台 。圧た 速 、周と す注て
1 飲 の 雪凍 度い 囲 き制 る意い
酒 調のりでつので限 乏しる
運 節上 つ 還で状も内 き と
転 なでい 転 も況、の に追き
は どはたす停を進速 は越は
絶 に、道る車よ路度 徐しそ
対 心タ路乙でくので 行やの
に 掛イ 、とき見交走 す行車
レ げ ヤ堅 。るき通つ るきの

? な るのく 方わ状て 乙違動

車なの 1るなは のか いや 注く安
道 どむ 附 乙ど 沿与)でさ村乙の加)意に全
童に雲 と 道 注 Z と遊道ず 凍 な
酔 忘 。霊の 疎 意皐 雪 。ぎ道るつ道
らいが年 か家るす巾ゃ な路乙たを
な ふ多会 なでおるで雨 どでと路選
いら くな い はそ乙視が 惇 子 ・面ぶ
とつなど よ?れと界降 絶供 でよ
ときりで ろ "13の o を争 対の はう
。なま 酒 に舟あ 妨 と 、 にス 履に
がすな ; 注意る げき さケ 物し
らがど l 意にと 易は せ 1 に
、酒をす水き い、 なト もと

ム ムムム ; ム ム 十 ム皆でる
人 受が諦参の 容 の鞘 時八か日年安 ご 講さ開た
} 謂 い師刀日男加 長 所ま年る間‘ーで 月 習 んく会
形 料 す 11 申女賢喧 11 勺ーたで同 のニ 自 の乙」

閉 V季語? ?寄与 Z妻喜四百五常長長雲
や (定定 か当 学修 れ H 日よ l間 日昭日し 回
室 整せ る日 宰所 52 十時り六とか和あまは
話 肯ん た 受容大陸 11十円昭ら 三しつ
委 会 H よ 村 主間五ま和二十重た ぎ
な員; にけ び公 り和時 ?三十両 し 。の
ど ; 議 おま ー 園 十 三 ま の 十七年ま市要
) ねず 般 内 五十で三八日 十ず民領

A ム 、 ム 官 ムで た 付のて戦 ムム
保利はみーのーぐはけ軍お災 国 ，1、 村 刷会出
証子一 五カ場世 だ 福て領ら者民 ， J の 演
人 良時カ年合 帯さ祉お で れ、金 口 電人内の
は 芸払節以 はに い事 り rJ、るそ 融 更 話形容先
品以内五 ス。 務支口かの公 劇主主

( 名 a 内の打万 所ずのた他庫貸 生 (
霊宝均 五福EE 奪三霊長喜志付室警
i 軍事j期内内 申 希買い に引 ' 草委
; 払 問、;; し望全し因錫 を員
! ま帯 特 込の号室つ間者

} た告 別 んか貸ぎし

歩

行

す

る

人

は

(大
村
響
察
署

大
村
市
安
全
協
会
)

……③
一…⑭
①

一一@

@
…

か

る

た

講

習

会

と

大

会

を

聞

き

ま

す

大
村
市
連
合
婦
人
会
の
年
中
行
事
と
し
て
催
レ
て
い
ま
し
た

「か

(ロ) 西
川
武
治
先
生

拘
遊
び

子
供
の
レ
グ
リ

エ
!
シ
ョ

ン
大
会

造
林
用
時
国
・
木
の

た
り
し
e

川
冬
休
み
子
供
レ
ク
リ

規

格

と

価

椅

決

定

エ
l
シ
ョ
ジ
穴
会
希
ひ
ら
き
ま
す

十
二
月
五
日
、
長
崎
市
に
笛
木

さ
そ
い
草
匂
わ
せ
て
お
出
で
/
だ
さ

向
指
嬰
者
と
性
産
者
の
代
表
が
集

り、

協
議
の
結
果
規
制
な
ら
び
に

ム
朗
日
十
円
一
月
二
十
六
日
午
前
価
格
が
別
表
の
と
お
り
決
定
き
れ

十
時
か
月
十
二
時
ま
で
ま
レ
た
。

ム
会
場
中
央
公
民
舘
ホ
ー
ル

価
格
は
生
産
者
の
庭
先
渡

υで

ム
対
象
所
内
の
小
山
部
校

・
出
学
苗
木
取
扱
判
と
頚
賃
が
加
算
さ
れ

校
υ

同
意
生
徒
と

一
般

実

す
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農

林
牒
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大 村市政だ (才340号) (ー)

箕
島
に
待
望

の
電
灯

上
目
新
し
く
立
っ
た
電
柱
か
ら
各
戸
へ
電
線
が
:
・
・

下
H
明
る
い
屯
燈
の
下
で
一
家
だ
ん
ら
ん
の
ひ
と
:

と
き

!? よ〈毎月;、日1t.8U自発行)

上=近代設備をほこる市立病院新病棟

下2 松原漁港の堤防完成上=水害で〈守れた堤防が完成した大上戸川川口付近

下=水害の復旧工事急ピッチで進む

が 南川 内
パス開通に感激の地元の人たち

(11月 1日}

スノ」

にぎやかな産業祭

写真=清水一家おど り(10月15i: i ) 

細
川
問
地
鱗
一
一
例
柑

い
よ
い
よ
年
の
瀬
も
お
し
つ
ま
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も
新
年
の
準
備

に
お
忙
し
い
じ
と
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
が
明
る
く
楽
し

い
生
活
が
出

来
る
よ
う
に
と
、
今
年
も
近
代
的
産
業
都
市
の
基
礎
づ
く
り
が
着

々
と

推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
産
業
、
教
育
、

文
化
、
社
会
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
協
力
し
合
っ
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
を
お
く
る
に
あ
た
り
、
お
互
が
出
し
合
っ
て
つ
く
り

あ
げ
た
大
村
市
政
を
ふ
り
か

へ
り
、
新
し

い
年
を
む
か
え
る
た
め
の

決
意
を
新
た
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
そ
の
一
端
を
写
真
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

昭ム
箕
島
じ
公
衆
電
話
老
般
置

三
月
二
十
二
日
)

ム
三
浦
に
幼
稚
園
を
斬
股

{二
月
八
日
)

A
市
政
施
行
二
十
周
年

会
月
十
}
日
)

A
U

新
し
い
火
災
予
防
条
例
巷

制
定

{三
月
犠
会
で
)

ム
大
村
航
空
基
地
鹿
児
島
ヘ

移
転

(四
月
二
十

-
日
)

A
鈴
回
申
単
段
に
居
内
運
動
場

完
成

{四
月
二
十
六
日
)

A
農
協
合
併
催
進
協
踏
会
を

殿
置

(五
月
二
十
二
日
)

ム
甫
の
水
防
対
策
き
ま
る

(六
月

-
日
)

ム
桜
田
の
堀
に
つ
つ
じ
二
千
本

を
植
乙
み
(
六
月
十
日
)

A

仏
大
水
曹
大
村
そ
お
そ
う

(七
月
八
日
)

ム
筒
-
回
調
謹
啓
発
助
君
者
研

修
大
会
開
か
る{九
月
十
二
日
)

ム
鰐
七
回
市
民
体
育
祭

(九
月
三
十
日
)

A
館
十一一一回
畜
産
共
進
会
開
く

{十
月
一
日
)

A
Q

国
民
陸
康
保
険
慢
康
血
帝
ニ

百
八
十
八
と
、

納
税
組
合
三

十
八
巻
表
彰
(十
月
二
十
二
日
)

A
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
単
勝
式

と
複
勝
式
也管
追
加
(十
一
月
一
日
)

A
市
立
病
院
に
ガ
ン
治
療
用
X

線
完
成

{十
一
月
一
日
)

ム
教
育
功
労
者
十

一
氏
と
-
団

体
を
表
彰

(十
一
月
一
日
)

ム
市
民
音
楽
祭
(十
一

月
三
日
)

A
市
庁
舎
の
建
般
樋
所
脅
ま
る

(十一

月
十
八
日
)

ム
火
災
防
止
の
講
習
辱

{十
}
月
二
十
六
日
)

正文
毛も. 

初めて母子年金の受給権発生c7月10日)

大村iと建設された工業高校

( 8月14日〕

教科内容は機械・電気・化学工学の三科

建設場所z旧空廠内の大村牧容所前

新しい火葬場が完成

市内で初の交通信号燈

松原野岳入口に

新校舎完成
上=中央小学校

下圏西大村中学校 C4月10悶)


